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【 法人向けインターネットバンキング（ＷＥＢ－ＦＢ）サービス 】 

「振込限度額」 及び 「当日扱い都度振込の取扱い可否」 の設定に関するご案内 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は当金庫の法人向けインターネットバンキ

ング（ＷＥＢ－ＦＢ）サービスをご利用いただき誠にありがとうございます。 

 さて、日本国内ではインターネットバンキングを狙った犯罪が後を絶たない状況の中、当金庫ではご契約

者様に、より安心・安全に本サービスをご利用いただくため、「振込限度額」及び「当日扱い都度振込の取

扱い可否」に関する設定について下記のとおり取り扱うことといたしました。つきましては、設定変更を希

望されるご契約者様は、同封の「振込限度額 設定変更 依頼書」に必要事項をご記入のうえ、お取引店窓口

にご提出くださいますようお願い申し上げます。 

敬具 

記 

 

１．振込限度額設定における「届出限度額」の新設について 

    現在、本サービスでは振込限度額を設けておらず、ご契約者様ご自身で自由に限度額を設定のうえ（又は

限度額を設けることなく）ご利用が可能となっていますが、今般、セキュリティ対策の一環として「届出限

度額」を設けることといたしました。 

「届出限度額」を設定した場合、ご契約者様ご自身で設定可能な限度額は「届出限度額」の範囲内となり、

万一、第三者により不正送金が実行されたとしても（注 1）、「届出限度額」を超える被害を抑えることが可能と

なりますので、積極的に「届出限度額」を設定いただくことをお奨めいたします。 
 
（注 1）本サービスでは、不正送金対策として、電子証明書による本人認証（端末認証）及びワンタイムパスワードによる

認証を実施しております。  
 

【各種振込取引における限度額の設定状況】 
 

取引区分 現状（初期値） 今後 

総合振込    

1 回の振込限度額 

上限なし 

 

届出限度額 

（別紙「振込限度額 設定変更 依頼書」により届

け出いただいた限度額となります。） 

 

＊「届出限度額」の届出が無い場合は、引き続き「上

限なし」となります。 

1 日の振込累計限度額

給与・賞与振込 1 回の振込限度額 

都度振込    

1 回の振込限度額 

1 日の振込累計限度額

 
※ 「届出限度額」につきましては、これまでの振込実績等に基づきご検討のうえ、届け出願います。       

※ 設定済の「届出限度額」を超える振込をされる場合、事前にお取引店窓口にて「振込限度額 設定変更依頼書」により、届 

出限度額の変更のお手続きが必要となりますのでご了承ください。なお、「届出限度額」に手数料（依頼人負担）は含まれ 

ません。 

 裏面へ続きます 

重 要 



【振込限度額設定のイメージ図】 
 

   ≪現状≫ ● 振込限度額：上限なし       ● ご契約者様設定可能限度額：上限なし 

 

 

 

 

  

0 千円                                             上限なし   
 

≪今後≫  ● 「届出限度額」内で振込、又はご契約者様側操作による振込限度額設定が可能 

（例）「届出限度額」を 10,000 千円とした場合 
 

 

届出限度額（10,000 千円）の範囲内でご

契約者様側操作による限度額設定が可能 

 

          

0 千円                 10,000 千円                       上限なし 

 

２．当日扱い都度振込の可否設定について（「都度振込」をお申込みのご契約者様のみ） 

現在、本サービスの「都度振込」につきましては、ご利用の全てのご契約者様で「当日扱い（即時扱い）」 

の取扱いが可能となっておりますが、今般、ご契約者様からのお申し出に基づき、「当日扱い（即時扱い）都

度振込」の取扱い可否について選択できるようにいたしました。 

「当日扱い都度振込」の取扱いを「許可しない」とすることで、振込実行まで時間的猶予ができるため、 

気づかないうちに不正送金されてしまうリスクを低減させることが可能となります。（注 2） 

当日扱いでの都度振込のご利用が無い、又は、これを機に当日扱い都度振込による対応を取り止めるご契 

約者様におかれましては、当日扱い都度振込を「許可しない」設定にされることをお奨めいたします。 
 

（注 2）本サービスでは、振込取引を行った際に、ご登録いただいているメールアドレス宛に「通知メール」が送信されま

す。また、「取引状況照会」画面でも振込取引履歴の確認が可能です。 
 

  【当日扱い都度振込の設定状況】 
 

取引区分 現状（初期値） 今後（ご契約者様 届出設定値） 

都度振込   当日扱いの振込 許可する 
「許可する」または「許可しない」 

選択が可能です 

 

※ 「当日扱い都度振込」を「許可しない」設定とした場合、翌営業日以降を指定した「予約扱い」の都度振込のみご利用

が可能となります。 

       ※ 当日扱い都度振込の可否の変更については、書面による届出が必要となります。 

    ※ 届け出が無い場合、これまでどおり「当日扱い都度振込」は「許可する」設定となります。 

 

ご契約者様におかれましては、日頃からセキュリティ対策にご尽力いただいているところですが、不正送金の

手口は日々変化しております。 

万一、不正送金に係る取引が発見された際に、被害を最小限に抑えるためにも、「届出限度額（振込限度額）」

及び「当日扱い都度振込の取扱い可否」の届出について、積極的にご利用くださいますようお願い申し上げます。 
 

なお、ご不明な点などございましたら、事務部システム課又はお取引店窓口までお問い合わせください

ますようお願いいたします。                                 以 上 

                             

                                           

本件に関するお問い合わせ先 

富士信用金庫 事務部システム課 
電  話：０５４５－５３－３００５ 
受付時間：９：００～１７：００ 

（土・日・祝日を除く） 

ご契約者様側操作で金額制限なく設定変更が可能  

ご契約者様側操作による届出限度額の引き上げは不可能

（届出限度額の引き上げには書面による手続きが必要） 



 

【 2020.12 】 

  振込限度額 設定変更 依頼書 

（ＷＥＢ－ＦＢサービス） 
 

お申込日    年   月   日 

富士信用金庫 御中                                  （代表口座のお取引店へご提出ください） 
下記により、振込限度額の設定変更を依頼します。 

振込限度額の設定依頼するにあたり、下記事項について承諾済みであることを申し添えます。 

※ 下記限度額を超えて振込する場合は、改めて本依頼書による届出が必要であること。 

※ 1 回あたりの振込限度額は、下記限度額を上限として利用者自身で自由に設定変更可能であること。 

※ 都度振込の「当日扱い」について「許可しない」を選択した場合は「予約扱い」のみの取扱いとなること。 

 

おところ 

〒    － 

 

おなまえ 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 代表口座お届印 

 

印 

ご連絡先 電話番号     （    ） FAX 番号     （    ） 

お取引店名 支店 代表口座番号 普通 ・ 当座        

お客様ＩＤをご記入のうえ、設定変更する項目に「○」を付してください。 

お客様ＩＤ 

当金庫から送付させていただいた「登録完了のご案内」に

記載された管理者権限のあるＩＤです。 

＊ご不明の場合は未記入で構いません。 
            

 総合振込    １回の振込限度額         ０ ０ ０ 円

 総合振込    １日の振込累計限度額         ０ ０ ０ 円

 給与・賞与振込 １回の振込限度額         ０ ０ ０ 円

 都度振込    １回の振込限度額         ０ ０ ０ 円

 都度振込    １日の振込累計限度額         ０ ０ ０ 円

 都度振込    当日扱いの振込 許可する    ・   許可しない 

 

※ 安全上の理由により、ご担当者様の本人確認資料の提示を求めることがあります。 

※ 限度額の設定金額をご記入ください。上限は、99,999,999 千円です。なお、ご指定された限度額の範囲内で

お客様側操作による限度額の変更は可能です。 

※ 振込累計限度額は、1 回あたりの振込限度額以上の金額をご記入ください。 

※ 都度振込の「当日扱い」については、設定希望する項目に「○」を付してください。なお、「許可しない」を選

択した場合の都度振込は、「予約扱い」のみとなりますのでご了承ください。 

 

（金庫使用欄） 

【 お客様へ控え（コピー）をお渡ししてください。 】  

【 原本をシステム課へ送付してください。 】 

 

 
 
 

店 番    顧客番号  

システム課 

検印 精査印 受付印 

   

営 業 店 

検印 照合印 受付印 

   


